
527

（46）2014年（平成26年）７月10日発行 岡 山 県 医 師 会 報　第 1385 号

備前ブロック医師会協議会

 玉野市医師会会長　渡　邉　正　俊

　岡山県医師会は、岡山、倉敷、備中、美
作、備前の５つのブロックで組織されてお
ります。その１つである備前ブロックでの
医師会協議会は、赤磐医師会の当番で平成
23年に初めて開催され、以後、平成24年度
は御津医師会、平成25年度は邑久医師会が
当番となり開催されました。今回は玉野市
医師会が当番となり第４回備前ブロック医
師会協議会を、平成26年６月28日（土）17
時より岡山プラザホテルに於いて開催致し
ました。備前ブロックに属する医師会は、
赤磐医師会、御津医師会、邑久医師会、玉
野市医師会、北児島医師会、和気医師会
です。この順で当番年度を決めておりま
す。協議会では、会長挨拶に続き今回の議
題である①衆議員議員　山下貴司氏の講演
について、②電子媒体による情報共有シス
テムについて、③次期当番医師会（北児島
医師会）④県医師会決算委員会委員選出の
件（備前ブロックより２名）、県医師会学
校医部会委員推薦の件（備前ブロックより
２名）等について協議されました。赤磐医
師会は、滝澤貴昭医師会長をはじめ７名、
御津医師会は、駒越春樹医師会長をはじめ

７名、邑久医師会は、柴田浩医師会長をは
じめ５名、北児島医師会は、庵谷和夫医師
会長をはじめ４名、和気医師会は、北川堯
之医師会長はじめ２名、玉野市医師会は６
名で、各医師会会長、副会長、理事の計31
名で話し合いが行われました。予定時間１
時間30分を超過しての意見交換が続きまし
た。限られた協議時間でありましたが、各
医師会間の顔の見える関係を構築するには
十分な時間でありました。議事終了後、石
川紘岡山県医師会長、清水信義、糸島達也
両副会長の３人の先生方は、日本医師会館
での代議員会のため、今回は欠席されまし
たが、國富泰二、岡部史朗岡山県医師会理
事のお二人の先生をお招きして、県医師会
と備前ブロック医師会の懇親会が協議会終
了後、別会場にて開催されました。協議会
並びに懇親会にて備前ブロックの医師会会
員の間、また県医師会と備前ブロック医師
会の親睦の和を更に深めることが出来まし
た。最後に玉野市医師会より庵谷和夫北児
島医師会長へ次回当番を引き継ぎ、第４回
備前ブロック医師会協議会、懇親会を終了
致しました。

郡市等医師会活動報告
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他科の先生に
知って欲しい 精神科編②

アルコール関連問題について

 岡山県精神科医療センター　精神科医師　角　南　隆　史 

　お酒好き、宴会好きの先生も多いと思いますが、いわゆる「適量」
というのはどのくらいでしょうか？「健康日本21（第１次）」では、「節
度ある適度な飲酒」は、一日当たり純アルコール約20g程度としていま
す。これはビールだと500ml缶１本、日本酒で約１合、焼酎で約半合と
いうことになります。もちろん女性や高齢者、少量飲酒で顔面紅潮を

来す等アルコール代謝の遅い方はより少量が望ましいですし、依存症の方では断酒が基本
です。また、「多量飲酒」は、一日当たり純アルコール約60g程度となっています。これを
聞いて「そんなに飲んでいいの？」と言う方もいれば、「それだけで終わり？」と言う方
もいると思います。
　反応は様々と思いますが、お酒はうつ病や依存症といった精神疾患だけではなく、認知
症、生活習慣病、肝臓をはじめとする消化器疾患、癌など様々な身体疾患を悪化させる原
因となります。
　わが国の飲酒に関する実態調査では、アルコール依存症者は全国で約80万人と言われて
いますが、実際に精神科医療機関につながっている方は約５万人程度しかいないと言われ
ています。また先ほど出てきた多量飲酒者は、その10倍以上の約860万人と言われています。
降圧薬を増量してもなかなか血圧の下がらない患者さん、血液検査でいつもガンマの高い
患者さんetc.先生の患者さんの中にも、依存症とまでは言えなくても多量飲酒の患者さん
は実は結構いるのかも知れません。
　当院ではアルコール依存症の専門外来を開設しており、依存症であるご本人の外来及び
入院診療だけではなく、家族相談も行っています。入院治療に関しては、お酒を体から抜
く解毒目的の入院（期間は１週間～）、断酒プログラム受講目的の入院（期間は４週間～）
など、個々の患者さんやご家族さんに合わせて内容や期間を設定しています。薬物療法に
関しても、脳に直接作用し飲酒欲求を抑える内服薬が昨年より上市され、患者さんの断酒
継続に一定の効果を上げています。
　また当院では、依存症とまでは言えなくても、お酒の飲みすぎで明らかに心身に影響が
出ている方（多量飲酒者）に対して、認知行動療法を用いたカウンセリングや飲酒日記等
を用いた節酒指導を行っています。
　詳細につきましては、当院ホームページをご覧ください。微力ながら先生方の日々の診
療のサポートが出来ましたら幸いです。
 ※岡山県精神科医療センターのホームページ：http://www.popmc.jp/


